






Practice  and  evaluation  of  operation  skills  for  document  creation







































































　遠隔授業の授業時間は、機能の説明、操作方法を学ぶ授業コンテンツの視聴を 30 分から 50 分、各自






































６ 授業資料 ・授業内容のレジュメ ・授業内容のレジュメ










































設定できた 設定できなかった 設定できた 設定できなかった
１ 余　白 14(82.4) 3(17.6) 25(92.6) 2(7.4)
２ １頁あたりの行数 14(82.4) 3(17.6) 17(73.0) 10(37.0)
３ １行あたりの文字数 14(82.4) 3(17.6) 17(73.0) 10(37.0)
注）カッコ内は割合を示す
　遠隔授業の「設定できた」については、「余白」、「１頁当たりの行数」、「１行当たりの文字数」の全
てで 82.4％であった。対面授業の「設定できた」については、「余白 (92.6％ )」、「１頁当たりの行数


















１ 正確に入力できた文字数の平均 275.1(4.2) 278.3(7.0)
２ 誤って入力した文字数の平均 　　7.9(4.2)** 　　1.2(4.4)**













取り組めた 取り組めなかった 取り組めた 取り組めなかった
























１ フォント 4(23.5)** 1(5.9) 　 12(70.6)** 27(100)** 0(0)　 0(0)**
２ フォントサイズ 7(41.2)** 9(52.9)** 1(5.9)　 27(100)** 0(0)** 0(0) 　
３ 下線（一重） 14(82.4) 　 3(17.6)　 0(0)　　 27(100)　 0(0)　 0(0) 　
４ 下線（太線） 11(64.7)* 5(29.4)** 1(5.9)** 9(33.3)* 0(0)**  18(66.7)**
５ 段落番号 8(47.1)　 9(52.9)　 0(0)　　 19(70.4)　  8(29.6) 0(0) 　
６ 太　字 3(17.6)** 3(17.6)　 11(64.7)** 22(81.5)**  5(18.5) 0(0)**
７ 網掛け 11(64.7)* 3(17.6)* 3(17.6) 25(92.6)* 0(0)*   2(7.4) 　
注）カッコ内は割合を示す、*p ＜ .05、**p<.01
　遠隔授業での「機能を使用し全てできた」については、「下線（一重）(82.4％ )」、「下線 (太線 )(64.7％ )」、
「網掛け (64.7％ )」、「段落番号 (47.1％ )」、「フォントサイズ (41.2％ )」、「フォント(23.5％ )」、「太字
(17.6％ )」の順で割合が高く、対面授業での「機能を使用し全てできた」については、「フォント(100％ )」、


























１ 列幅の変更 15(88.2) 2(11.8) 0(0) 　 25(92.6) 2(7.4)　 0(0)**　
２ 行高の変更 15(88.2) 0(0)*　 2(11.8) 21(77.8) 6(22.2)* 0(0)　　
３ 罫線（太線） 0(0)　 0(0)** 17(100)** 3(11.1) 12(44.4)** 12(44.4)**
４ 罫線（二重線） 11(64.7) 0(0) 　 6(35.3) 20(74.1) 0(0)　　 7(25.9)
５ セルの塗りつぶし 15(88.2) 0(0) 　 2(11.8) 26(96.3) 1(3.7)　 0(0)　　
注）カッコ内は割合を示す、*p ＜ .05、**p<.01
　遠隔授業での「機能を使用し全てできた」については、「列幅の変更(88.2％ )」、「行高の変更(88.2％ )」、




















１ セルの結合 17(100) 　 0(0) 　 0(0)　　 27(100)　 0(0) 　 0(0)　　
２ 行高の変更 12(70.6)　 2(11.8) 3(17.6)* 19(70.4) 8(29.6) 0(0)* 　

































１ 右揃え 17(100) 0(0)　 0(0) 　 25(92.6) 2(7.4) 0(0) 　
２ 中央揃え 17(100) 0(0)　 0(0) 　 26(96.3) 1(3.7) 0(0) 　
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